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１．東洋大学公式アプリは、”学生主体”づくりのきっかけ
　　・コロナ禍における学生へのアプローチ
　　・畏まらないデータ活用
　
２．総合知教育の展開や学習成果、AIの活用
３．教職協働、部署間の助け合い

目次ではなく、上記の概要を各ページのなかで意識して
お話しします。

本日、お話しすること
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なぜ、今から５年前、
東洋大学が公式アプリを作る必要があったのか？



3



公式アプリ導入前 公式アプリ導入後
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あたりまえですが、、、
タップしたら、申込サイトに飛びます。

申込者数、アクセス数がUPする確立は上がる？
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なぜ、東洋大学は公式アプリを作ったのか。

学生への
情報伝達力アップ

学びの羅針盤

コロナ禍の
学生の多様な
活動を支える

もたらしたのは、教職員同士、部署間の連携と助け合い。 6



【情報伝達力アップ】
・学生が困っていることを本当に掴んでいるか？
・業務都合優先で、学生に情報を送りつけていないか？
 
【学びの羅針盤・振り返り】
・「学習成果」の活用、とはいえ、学生が成長を実感する時はいつ
なのか？成績発表後なの？学生が捉えてる学習成果とは？

【学生の多様な活動を支える】
・在学生アンケートやれば学生のことを把握・理解できたことに
なるの？学生のキャンパスライフを充実する取り組みとは？

つい放っておきやすいこと
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計画Webサイト

8単に、連絡手段をデジタル化して職員の手間を省こう、という話ではなかった。
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①GCP（GoogleCloudPlatform）の環境で構築する。
　⇒既にGWS（GoogleWorkSpace)を学生・教職員分を導入。
　⇒短期間で開発とリリースをする必要があった。
　⇒生成AIの発展の可能性が高かった。（Bardが出る少し前）
　⇒BigQueryを活用してデータ分析基盤（人材含む）を徐々に育てたかった。

②アプリは必要以上に太らせない。
　⇒「キャンパスライフの羅針盤」として、基本機能とアイデンティティを
　　　重視　（「MyJourney」「Discover」「TOYO-PASS」など）
　⇒欲張りな機能は原則内製化、または他のアプリと連携をする。
③「学生の手元」から柔軟なデータ利活用ができる。
　⇒畏まった検証データ、リスク分析をしようとせず、学生を考えるためのデー
タ利活用をする。（敢えて、IRとは言わないようにした）

「東洋大学公式アプリ」開発ポリシー
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シンプルな機能
CLASS…時間割、講義メモ、スケジュール
My Journey…学びの振り返り※AIフィードバック
TOYO-navi…学内Sysその他様々な情報ソースリンク
TOYO-info…事務からの連絡DM　（1,000名以下）
TOYO-discover…ポスター機能でのお知らせ（1,000名以上）
TOYO-Pass…学内PASS機能（学生証代わり）
緊急連絡･･･安否確認機能
ウィジェット･･･ショートカット機能
ゲストモード･･･卒業生、入学予定者、保護者モード

東洋大学公式アプリ
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「責めない仕事、学生のために協力・共有しあう文化」を創る。 22



公式アプリはこんな活用もしてます。（TOYO-PASS）

＠神宮球場
硬式野球部の試合観戦チ
ケットの配布と応援文化
の醸成

＠秩父宮ラグビー場
ラグビー部の試合観戦チ
ケットの配布と応援文化
の醸成

＠日本武道館
入学式の入場PASS、入学時の
関心や共感を共有。

職員側の「公式アプリ」を起動すれば、TOYO-PASSの読み取り機能があるので、
読み取り専用のタブレットは不要。
ほぼリアルタイムに同期を取れるので、チケットの枚数管理や入場者数も把握しやすい。 23
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https://daigakujihou.shidairen.or.jp/pickup/pickups/414/
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Q.公式アプリの機能にあるデジタル学生証の利用と課題点について
（定期購入ができない、定期試験時の本人確認など）

https://daigakujihou.shidairen.or.jp/pickup/pickups/414/

大学時報　No.414　2024年1月発行　「小特集 デジタル時代の高等教育を支える、先進的アプローチ」

「学内PASSの実証実験について」

この計画は、学生と大学とのデジタル的な接点を強化することで、学生の行動履歴等のキャンパスライフに係るデータを一元的
に把握し、成績や履修、進路情報等と併せて統合的に把握·分析·活用することとしており、計画の全体像のなかの一要素として
「TOYO-PASS」の開発に着手したものである。
また、初期費用を抑えることや学内諸制度の改善が先に必要であったため、マイナンバーとの紐づけやブロックチェーン対応、
交通系ICカードとの連携などはいったん後回しにしている。（略）

本学では、定期試験時の本人確認、学外利用の対応がまだできていない。定期試験はやり方次第で対応可能とも考えられるが、
本人が受験しているかを確認するには、顔写真の登録·表示も対応範囲に入ってくる。
現在の「TOYO-PASS」では、「身元確認」として本人が本学の学生として実在しているかの確認範囲であり、「当⼈認証」と呼ば
れる、確かに同一人物がその行為をしているか、といった当⼈性を確認することには課題がある。
顔写真データの登録·表示は、もちろん技術的には可能であることは承知しているが、顔写真は個人情報でもあり、当人認証がで
きるため、認証技術の安全性を上げることが必要であろう。セキュリティ管理について、技術的な確認はもちろん、学内制度の整
備や運用面の課題を先に解決すべきであると考えている。

また、行政手続きの際に本人の確認を法令上必要とするケースと、学内の学生証利用のケースは異なるかもしれないが、大学
は、学位の授与や各種証明書の発行、単位を授与する試験の実施といった比較的公共性の高い行為がなされている機関でもある
ことも認識したうえで進めなくてはならない。

https://daigakujihou.shidairen.or.jp/pickup/pickups/414/


正課の学修成果の可視化と把握も行う。
公式アプリから遷移して、学生自身の成長をチェック！

27



GCPのBigQueryでデータ分析基盤を整えていたため、
Lookerを活用して、各種カリキュラムや入試検討の分析も行えるように。
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アプリを太らせないとは。。。
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部署同士の連携をもたらす、すきまのIT相談室。
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部署同士の連携をもたらす、すきまのIT相談室。

年間１万件！！
対応時間180時間効率化！ 33
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部署同士の連携をもたらす、すきまのIT相談室。

280時間効率化！！

35



教育DX推進基本計画

計画２
オン・オフキャンパスの学習スタイルの高度化と多様化
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教育DX推進基本計画
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履修登録を始める前に

総合知アプリ

あなただけの学びを支えるAIツール

https://toyo-ck.web.app/home

学んだ先の未来を描いて
あなただけの履修プランを考える

東洋大学が提供する総合知教育では幅広い
科目を履修することができます
たくさんある科目の中から自分に必要な科
目を選ぶには、まずは学んだ先の自分の姿
を描くことが大切です
『総合知アプリ』のAIは複数の学問を学ん
だり、自分の専門外の科目を学んだ先にど
のような未来があるかを考える手助けをし
てくれます

履修登録で困ったら

東洋大学公式アプリ＞NAVI
＞授業全般からアクセス

AI履修情報検索アシスタント

履修要覧などの資料から
必要な情報を見つける

履修する科目が決まったら履修登録です
履修には様々なルールがあり、それを間違
えるとせっかくの学びの機会を見逃してし
まう場合もあります
あなたに必要な履修情報を見つける手伝い
をするのが『AI履修情報検索アシスタン
ト』です
AIから提供される情報を基に履修要覧など
を読み込んでいきましょう

授業がはじまっても

東洋大学公式アプリMy Journey

学びの旅を振り返り
あなたの未来を描き続ける

あなたがより輝ける未来にたどり着くには
授業を受けることはもちろん大切です
それだけではなく、その中で学んだこと感
じたことを振り返り、自分にとってより良
い未来が何かを考え続けることも大切です
あなたは『My Journey』に学びや経験を記
録することによって振り返ることができま
す
さらにAIはあなたの記録に返信して振り返
るきっかけをくれます

https://www.toyo.ac.jp/academics/improve/vision/dx/application/https://www.toyo.ac.jp/academics/improve/vision/dx/application/
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https://toyo-ck.web.app/home


MyJourney機能のAIフィードバック

AIフィードバックのプログラムは
学内で内製。

高等教育推進センター職員が開発
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総合知アプリはあなただけの学びの旅を支えます

総合知アプリでできること…

✔️ 複数の学問が結び付いた事例を知る

✔️ 複数の学問を学んだ後のキャリアをシュミレーションする

✔️ 「全学基盤教育科目」「全学共通教育科目」を探す

　　専門分野との繋がりも示される。

✔️ 2025年度秋学期からは、「専門科目」も対象に！！！

まずは、「総合知アプリ」にアクセスして、

トップページにある動画を視聴しましょう

https://toyo-ck.web.app/home

学内の職員が内製化！
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履修登録期間→履修計画期間に。

https://toyo-ck.web.app/home
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https://www.youtube.com/watch?v=JxjiMoYnZjo


今後の展開
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おわりに

　東洋大学が公式アプリを作ったのは、単なるお知らせツールをアプリに
したかったわけではありません。
　教職員が学生のことを考えるきっかけをつくること、学生のことを考え
た変化を作れるようになること。
　学びや多様な活動を支える羅針盤づくりは、それぞれの大学のアイデン
ティティに依るものです。（「哲学」「いき（あそび）」が大切。）

　自分たちのあり方を問い直す、または新しい問いや悩みが生まれる道を
選んでみては、いかがでしょうか。

　教員側の教育デザインにもAIが使われていくことについて、これから、
みなさんはどのような営みを模索しますか？
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